
鷲尾岳地すべり地の変位測定（?）

著者 熊谷 貞治
雑誌名 防災科学技術総合研究報告
号 27
ページ 69-91
発行年 1971-03-25
URL http://id.nii.ac.jp/1625/00002647/



防災科学技術総合研究報告　第η号 1971年3月

551，243：551．25（522，2）

鷲尾岳地すべり地の変位測定（II）

　　　　　　　　　　熊谷貞治

国立防災科学技術センター第2研究部地表変動防災研究室

　　On　the　Observation　of　Displacement　at
　　　　Washiodake　Landslide　Area（II）

　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　Teiji　Kumagai

Waε｛oπα1Rε8εαγcんCεれtθγ〆07Dεsαs蛇ヅPアθoθπ”oれ，τoム〃o

Abstract

　Shear㎞g　displacements　of　the　s1iding　surface㎞this　area　we了e　remarkable　during　the

periods　fmm28Jme　to1O　Ju1y1969and　fmm8to10July1970．The　results　obtained　are　as

fo11ows：

　1）This1㎝ds1ide　area　is　divided　into　more　th㎝two　b1ocks．

　2）The　va1ue　of　shearing　displacement　at　the　Wa出io　tume1observation　point　is　larger

than曲atattheobsewationpointofexamimtionpit・
　3）Illitia1motion　at　the　Wa伽o　tumel　obseπation　po㎞t　is1ater　than　that　at血e

obse耐ation　point　of　exanlination　pit・

　4）Ve1ocitiよof　shearing　disp1acement　are　as　fouows：At　the　observation　point　of

examination　pit，initia1term　is40μ／h，main　term300μ／h，and1ast　te正m8μ！h．At　the　Washio

tmnel　obseIvation　point，㎞itia1term　is1，500μ／h，main　term250－100μ1h，and　last　tem

80－10μ／h．

　5）The　Was㎞o　tmne1observation　point　shows1onge正duration　of　shearing　displacement

than　the　obse耐ation　point　of　exanlination　pit　does・

　0bse正vations　have　been　camied　out　since1968alld　wi1l　be　contimed　untn1972．
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1、　まえがき

　この報告は測定位置と測定方法について1970

年3月以前より変更のあった部分歩よぴ地すぺり

面のせん断変位量が5mm以上測定された1969年

6月，1970年7月の地すぺり面の挙動について

検討をした結果について述ぺるものである．鴛尾

岳地すぺり地に拾ける諸測定は，1970年4月以降

長崎県により実施されて拾り1972年3月まで継

続測定される予定である．本報告は第2報であっ

て，第1報は防災科学技術総合研究報告第22号

に報告されている．

2．　測定の慨要

　前回と比較し，測定方法・測定点の変更は防災

セソターではバイプひずみ計（D－12α），土木研究

所では伸縮計9台（S－1’，3’，4’，6’，7’，8’，

10’，11’，12’），傾斜計5台（6’，7’，8’，9’，

10’）の新設，防災センターの鷲尾隆道内せん断
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鴛尾岳地すぺり地の変位頓淀ω一熊谷

変位計2台（Wc－1，Wc－2）の自記記録化，防

災センターの鴛尾陰道内ワイヤ式変位計2台，土

木研究所の伸縮計5台（S－2，6，7，8，9），気

象研究所の流量計3台の赦去である．こ1＝では，

それらのうち当所関係のパイプひずみ計（D－12α）

歩よび鷲尾魎道内せん断変位計（Wc－1，Wc－2）

の白記記縁化について述ぺる．言た，1970年4月

以降の計器配置を図一1に示す．

　2．1　パイフ’ひずみ計O－12⑭

　深度60mのボーリング孔内に2ゲージ1方向の

ストレインゲージを25点設置した．ボーリング

柱状図拾よぴゲージの位置を図一2に示す．測定

は一応変位が予想される点とその前後にすぺて設

○してある．ゲージは坂田電機製FG－11を使用

し，検出には同社製ひずみ測定器ME－21Bを使

用した・この機種は地すぺり地測定に広く使用さ

れていると考えられるので，測定方法，計算方法

などについてはこの報告では省略する．

　2．2　竈月胆道内せんσ変位計の自配化

　試験井と鴛尾隊道内に拾ける地すぺり面の変位

についてその時間的，量的関係を検討するため

1970年6月10～12目に変更作業を行をった．

すなわち，鷺尾隊道内のせん断変位計4台を観測

小屋まで有線で導入し，従来自記記録であった試

験井のせん断変位計B－1，B－2を指示式に変更

し，そのチャニ・ネルに鷲尾陵道のせん断変位計

（Wc－1，Wc－2）を入れ，測定を行なうことと

した．この結果，自記記録は試験井のせん断変位

計4台（SA－1，SA－2，Sc－1，Sc－2），鷲

尾随道のせん断変位計2台（Wc－1，Wc－2）の

6台となり，その他は指示式測定となった．この

度の変更作業により鷲尾隆道，試験井2か所の測

　3・1　1969年6月の地すペリ面変位について

　1969年6月28日17時ごろより降り始めた降

雨は7月10日までに鴛尾岳地ナペり地に歩吠て

548．3mmに達した．この降雨により当地すぺり

地の末端部分を走る国鉄松浦線は江迎川に約30

mmの移動が認められた．このような地表面の移

動量に対して試験井内の地すぺり面C37cは25

mm以上変位があったことが確認された（せん断

変位計の測定樋囲が±25mmであったため今回は

スケールアウトした）．
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定はすぺて観測小屋で行なわれている．当初予想　図12　D－12αの地質柱状図とストレィ：・ゲージ設置位置図

された電線の長さ（約400m）によるトラブルは

発生しなかつた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口可解却卒砥ド　　　・ド

3一地すベリ面の変位について　　　　　　㌦三「’■「「■■■’’’

測定開始よ川・・年・月・1日言でに地す1・・l　lい　　　・jJ岬！

二鴛；㌶1㍍鴛痘首・去薫。薫茸
ある・本報では1のl1…一以上の変位量1姥ザ杵1・平拙軸並土葺わで．

が測定された試験井に拾ける例と，1970年

7月8日鷲尾陵道で5mmの変位量が測定さ

れた2例についてその状況をのぺる．

図一3　1969年6月28日のせん断変位開始時の記録

　　　（A－1は炭眉C37a，B－1はC37b，以下同じ）
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北松型地すべりの発生機構および予知に関する研究（第2報）

　自記記録によれぱ，せん断変位計Sc－2は6月

28日20時30分ごろより移動を開始した．しかし

試験井より200m上流の鷲尾隆道に設置した指示

式せん断変位計（毎週月，木に測定）は6月30日

16時50分の測定時には変

防災科学技術総合研究報告　第27号　1971

4．　結果と間題点

　試験井と鷲尾陵道のC37cの変位にっいて，っ

ぎのような結果が得られた．

位が認められなかった．

16時50分の測定時直後よ

り移動を開始したとしても

試験井より約44時間遅れた

ことになる．今回の移動を

もたらした降雨は6月25日

63．7mm，28日45．4mmの

計109，1mmであった．変
位速度は初期（6月28日）

では40μ／h，

■
■
苛

一干…．
■■　　■　　　■ 妻

一：辛…1…ま…

≡
干
≡
■
：
一
．
＿
＝
＝
■
I
二

斗 一一〇靱一
＿寸…　　1　　　　　　’■

■

図一4　1970年7月8日の鷲尾トソネルと試験井の点で

　　　せん断変位開始時刻の差を示す

　　　　　　　中期（変位速度の速い期間6月29

日～7月8日ごろまでの平均値）300μ／h，後期

は8μ／hであった．この他30秒間（打点式記録

計が1サイクル30秒であるため30秒問未満の時間

的分解能がない）に3mm～0．7mm移動している

例が3回測定されている・な拾，大きく変位のあ

ったのはc37cであるがc37aも鷲尾陵道では変

位が認められる．c37bは変位が認められない．

　3．2　1970年7月8日の地すペ

　　　リ面変位について

　1970年7月8日10時27分ごろ試験井C－1
が変位を開始し，14時31分ごろより鷲尾隆道C＿

1が変位を開始した．試験井C－1は約2時間後

に変位が停止したが，鷲尾隆道C－1は引続いて

変位し，7月10日8時ごろ停止した．この間に
約5mmの変位量があつた．変位速度は試験丼

C－1が約200μ／h・鷲尾隆道C－1は初期（開

始より30分）1500μ／h，中期（7月8日15時～

7月9日01時）250μ／h～100μ／h，後期は

80μ／h～10μ／hであった．今回も30秒間に

o．2～0．3mmの変位が4回認められた．今回の変

位をもたらしたと恩われる降雨は7月7日84．Omm，

7月8日34．5mmの計122．5mmであつた．降雨は

7日02時ごろより降り始め8日08時ごろやんだ．

試験丼C－11は約2時問30分，鷲尾陵道C－1
は約6時間30分後に変位を開始した．両観測点の

変位開始時刻の差は今回の測定では約4時間であ

つた．今回変位の認められたのは両観測点とも

C37cのせん断変位計だけである．な歩，1968年

4月より1970年8月までの測定データを本文の

後に掲載する．

1．速度：鷲尾隆道は初期が最も速いが，試験

井は中期が最も速い．

2．変位開始時刻：試験井が鷲尾隆道より4時

　間以上前に移動開始する．

3．変位時間：試験井が約2時間後停止したが，

　鷲尾隊道は約26時間後停止した．

4．変位量1常に鷲尾陵道の方が大である．

5．地表の伸縮計（S1～S6，SAR－1）には
　地すべり面の変位に対応した変化が認められ

　ない．

6．1970年7月6日～9日の間D－12aの
　C37cに設置したパイブひずみ計には大きな

変化は認められない．

この結果により鷲尾岳地すぺり地は

1．常時継続して滑動しているのでは在く，降

＿100　　　　　　　　　　　　剛■τレ！

8　　’・’1

舳丁↓／

㍗

図一5　炭層037cの断面図（図一6のA－B）
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鷲尾岳地すぺり地の変位測淀（皿）一熊谷

2．

雨など一定の条件が与えられた時に滑動する　　ことなどが判明した．

型である　　　　　　　　　　　　　　　　　終わりに観測に御協力いただいている長崎県関

　2測定点の時間差・変位量の差のあること　　係者の方々拾よぴ三扇コンサルタニ・トの方々に感

から少なくとも2ブロック以上に分けられる　　謝いたします．
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